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ケーススタディ2～組織構造を元にしたエンロールの自動化～
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「テナント管理者」の青山さんは「組織構造」をテナント内
に作成し、受講管理の分業化に成功しました

ある日、学習責任者でもある管理部
部長の上野さんからこんな相談を受
けました。

管理部のメンバーを対象に「管理部運用方針コース」を提供し
ているが、異動のあるたびにエンロール作業をするのは手間が
かかる上、作業漏れが心配。
組織構造の仕組みをうまく活用できないでしょうか？

そこで、青山さんは、組織構造で管理部の職務が与えら
れているアカウントを自動的にコースにエンロールする
仕組みが出来ないか考えました。

これを実現するために、青山さんは「ダイナミックルール」機能を活用す
ることにしました。

「ダイナミックルール」とは、特定の条件が満たされたときに自動的に処理を行うための仕組みです。条件の設定には一部Moodle Workplace固有機能の実装が前提になります
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